
令和8年9月4日

下記業務の見積合せを行います。

参加を希望する場合は、下記内容に沿って見積書をご提出ください。

備　考

1 名 別紙　仕様書のとおり

派遣期間、就業場所、就業時間、業務
内容、必要な技能・能力、その他労働者
派遣に係る事項

提出書類

見積書記載事項

書類提出期限

書類提出先

書類の提出方法

本件担当

掲載期間：R8.9.4～9.11

※こちらの情報は本学掲示板へも掲載しております。  

　

担当連絡先

TEL：024-548-8104　  FAX：024-548-5179

E-mail：chotatsu@adb.fukushima-u.ac.jp

福島大学会計課調達係（〒960-1296  福島県福島市金谷川１番地）

持参、郵送、E-mailのいずれかで提出すること。（期間厳守）
＊E-mailでの提出の場合は下記のとおりとすること。
件名：労働者派遣業務見積（会社名）
ファイル形式：PDFファイル
提出先メールアドレス：chotatsu@adb.fukushima-u.ac.jp

調達係　　森田

【　見 積 合 せ　】

仕様書に記載のとおり

（１）見積書

（２）労働者派遣業の承認を受けていることを証明する書類

（３）派遣労働者の経歴書

（４）派遣労働者が仕様書に記載する能力・技能等を有する事を証明する以下の全ての書類
①派遣労働者がPythonを用いたプログラム経験5年以上あることを証明する書類
②派遣労働者が「他言語からPythonへのコード変換」の実務経験があることを証明する書類
③派遣労働者が「及び「NumPy等の数値計算ライブラリを用いた実装及び検証」の実務経験があることを
証明する書類
④派遣労働者が機密性の高い技術情報を取り扱った実務経験を有することを証明する書類
⑤派遣労働者が理工学系の修士号を取得していることを証明する書類

（５）派遣元事業者が仕様書に記載する要件を満たすことを証明する以下の全ての書類
①業務実施に際して、派遣労働者の教育及び指導ができる博士号以上の技術責任者が在籍しているこ
とを証明する書類
②C言語による開発経験１０年以上の技術者が在籍することを証明する書類
③Matlabの使用経験を有する技術者が在籍することを証明する書類
④入力情報が外部の学習に利用されない法人契約の生成AI利用環境を有し、ソースコードの機密を保持
したまま作業を実施できることを証明する書類

＊上記（３）（４）は業務経験および技能等の観点から、履行の可否を判断するための資料である。個人情
報　保護の観点から、氏名、生年月日等、個人を特定する情報は削除のうえ提出すること。

令和８年９月１１日（金）　１６時まで

福島大学教育研究支援関係業務に係る労働者派遣業務

件名 派遣人数

・法定内労働時間１時間あたりの単価及び１日あたりの交通費を記載すること
・消費税抜の金額を記載すること
・交通費の請求予定がない場合はその旨を記載すること。



仕様書 

 

１.業務名 福島大学教育研究支援関係業務に係る労働者派遣業務 

２.就業場所 福島大学共生システム理工学類高橋隆行研究室 

所在地 福島県福島市金谷川１ 

３.就 業 期 間・就 業 日 数 

令和８年９月２４日 ～ 令和９年１月３１日 

就業日数は就業期間内で４０日とする 

ただし，国民の祝日に関する法律による祝日，夏季一斉休暇及び年末年始の休日（１２月２９日～１月

３日）を除く。 

(但し、土曜日、日曜日、祝日及び委託者が指定した休日は除く) 

４.就 業 時 間 

９時００分～１８時００分(但し、１２時１５分～１３時１５分は休憩時間) 

総就業時間は就業期間で３２０時間とする 

 

５.派 遣 人 数 １名 

６.派遣先責任者及び指揮命令者 

(１)派遣先責任者 福島大学人事課長 木村 真美 

(２)指揮命令者 福島大学共生システム理工学類 教授 高橋 隆行 

７.業 務 内 容 

以下、成長型中小企業等研究開発支援事業（Go-Tech 事業）に採択された「大きな力の伝達が可能な扁平

で軽量な大中空径減速機の研究開発」における開発中のプログラム（C 言語，2 本，計約 8,000 行。以下「本

プログラム」 という。）のコード変換とバグの除去、線形代数を含むプログラム内のアルゴリズムのチェッ

ク業務 

 

○ 本プログラム 2 本の C 言語から Python 言語へのコード変換作業（変換先言語は Python とする。） 

○ 仮想環境の構築及び変換後プログラムの動作確認 

○ 本プログラムの変換過程で判明したバグの調査及び除去作業 

○ 本プログラムに用いる線形代数演算の検証及び解説 

○ 変換後のプログラムが変換前のプログラムと，別途協議のうえ定める許容誤差の範囲内で同一の 

数値結果を出力することの確認 

○ 記述された技術文書を読解し、本プログラムの処理内容との対応付けの文書化 

○ 技術文書を参照しつつ、本プログラムの処理内容を整理すること 

○ ソースコードの可読性向上を目的としたプログラムの整理及びコメントの整理 

○ 定例進捗報告会の実施並びに成果物の作成及び納品 



 

８.必要な技能・能力・要件 

 

（派遣労働者に求める技能・能力） 

○ C 言語で記述された数値計算プログラムのソースコードを読解し、処理内容を把握できること 

○ Python を用いたプログラム経験 5 年以上 

○ 他言語から Python へのコード変換の実務経験 

○ 線形代数学に基づくアルゴリズムの理解及び妥当性の検証 

○ NumPy 等の数値計算ライブラリを用いた実装及び検証の経験 

○ 理工学系の修士号を取得していること 

○ 機密性の高い技術情報を取り扱った実務経験を有すること 

 

（派遣元事業者に求める要件） 

○ 業務実施に際して上記必要技能、能力等の教育、指導ができる博士号以上の技術責任者が 

在籍していること 

○ C 言語による開発経験 10 年以上の技術者が在籍し、技術的支援が可能であること 

○ Matlab の使用経験を有する技術者が在籍し、必要に応じて技術的支援が可能であること 

○ 入力情報が外部の学習に利用されない法人契約の生成 AI 利用環境を有し、ソースコードの機密を 

保持したまま作業を実施できること 

○ 福島市への定期的な出張対応が可能であること 

 

９.安全及び衛生 

(１)派遣先及び派遣元は、労働基準法・労働安全衛生法等に定める規定を遵守し、派遣労働者の労働基 準・

安全衛生に努めるものとする。 

(２)派遣先は、労働者派遣業法第４４条から第４７条までの規定により自己に課せられた責任を負う。 

(３)VDT 業務を連続して行う場合は１時間までとする。１時間連続して操作したときには少なくとも 

１０分間の休憩時間を与える。 

１０.便宜供与 

派遣先は、派遣先の施設又は設備について、派遣労働者の利用が可能なものについては便宜を図るよう

努めるものとする。 

１１.業務完了報告書の提出 

派遣元事業者は、当該月の業務の完了後、業務完了報告書を福島大学会計課に送付するものとする。 

その際、派遣労働者の出勤日や出・退勤時間、労働時間等を詳細に記載した書類を報告書に添付する 

ものとする。但し、業務完了報告書又は請求書に詳細についての記載があればその限りでない。 

１２.支払方法 

代金は毎月払いとし、当該月終了後、適法なる請求書を受理した日の属する月の翌月末までに支払うも

のとする。 



１３.代金の算出方法 

代金は１時間当たりの金額で計算する。ただし、１時間に満たない端数時間については１５分単位で 

計算し、金額を算出する。その場合、遅刻は切り上げ、早退及び残業は切り捨てとする。この算出方 法

は、時間外労働の場合も適用する。 

１４.時間外労働 

派遣先事業者及び指揮命令者は、やむを得ない特殊な事情がある場合において、派遣労働者を４で定 

める就業時間以外の時間で就業に従事させることができる。その場合、派遣元事業者は、１時間あた 

りの契約金額に２５％割増した金額を派遣先事業者に請求することができる。 

１５.派遣労働者の交替 

業務の遂行にあたり、派遣労働者が著しく不適当と認められる場合は、派遣先事業者はその理由を明示 

して、その派遣労働者の交替を要請することができる。 

１６.居残りの禁止 

派遣労働者は、上記４で定められた時間以外に、上記２の就業場所に居残り、又は立ち入ってはならな 

い。ただし、指揮命令者に事前に了承を得た場合は、この限りでない。 

１７.金銭等の不取扱 

指揮命令者は派遣労働者に金銭や有価証券を取り扱わせないこととする。ただし、派遣先事業者及び 指

揮命令者の責任においてなすことを妨げない。 

１８.教育訓練等の実施 

派遣元事業者は、派遣労働者に対して、派遣業務を遂行するに充分な能力を持たせるために、必要な教 

育訓練を実施するものとする。 

１９.施錠及び鍵の取扱い 

派遣先事業者及び指揮命令者は派遣労働者に入退室の管理、鍵の所持をさせないものとする。ただし、 

派遣先事業者及び指揮命令者の責任においてなす場合はこの限りでない。 

２０.物品・データ等の持ち出し、流用の禁止 

派遣労働者は、事務室及び福島大学構内のすべてのデータ、物品及び機材等を外部へ持ち出すこと、なら

びに、流用してはならない。 

２１.個人情報及び業務に関する情報の漏えいの禁止 

派遣労働者は、業務上知り得た個人情報や業務に関する情報、かつ執務室・実験室・測定室内で考案した

技術に関わるノウハウを第三者へ漏洩してはならない。派遣期間終了後も同様とする。 

２２.苦情の処理 

派遣労働者からの苦情の申入れがあった場合は、派遣先事業者及び派遣元事業者双方が協議し、誠実に

対応するものとする。 



２３.そ の 他 

(１) 派遣元事業者は、事前に、業務を実施する派遣労働者を書類にて発注者に通知するものとする。 

(２) 派遣労働者が不測の事故等により所定の時間までに出勤できない場合又は退庁を要する場合には、 

指揮命令者に連絡し協議の上、派遣元事業者の責任においてほかの適格者を派遣すること。 

(３) 派遣元事業者及び派遣労働者は、業務上知り得た事項を第三者に漏らしたり、他の目的に利用しては

ならない。 

(４) 契約の細目については,国立大学法人福島大学が定める契約事務取扱規程により,文部科学省発注工事

請負等契約規則を準用するものとする。 

(５) 本業務に関して不明な点がある場合には,本学担当者及び指揮命令者の指示により行うものとする。 


